
は
付
加
価
値
が
つ
き
、
そ
の
意
義
は
大
き

い
」。常

駐
指
導
ス
タ
ッ
フ
は
、
健
康
運
動
指

導
士
、ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー（
Ａ

Ｔ
Ｃ
）な
ど
有
資
格
者
４
名
。
健
康
運
動

指
導
士
・
宮
本
瑠
美
氏
は
主
に
生
活
習
慣

病
や
糖
尿
病
の
運
動
療
法
を
担
当
し
、
主

任
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
・
大
澤
有
美
子
氏
は
主
に
ア

ス
リ
ー
ト
と
筋
ト
レ
系
の
運
動
指
導
を
担

当
す
る
。
宮
本
氏
は
、
入
職
条
件
だ
っ
た

健
康
運
動
指
導
士
資
格
を
入
職
の
前
年
に

取
得
、
現
在
大
学
院
の
博
士
課
程
に
在
籍

し
て
い
る
。
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
や

運
動
療
法
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
、

医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
利
用
者
の

信
頼
を
得
る
た
め
に
も
医
学
的
知
識
の
蓄

積
は
必
須
だ
。
宮
本
氏
は
、「
健
康
運
動

指
導
士
の
持
ち
味
は
、
た
だ
安
全
か
つ
効

果
的
な
の
で
は
な
く
、
楽
し
さ
を
提
案
で

き
、
達
成
感
を
提
供
で
き
る
こ
と
だ
が
、

そ
れ
に
は
正
し
い
知
識
と
エ
ビ
デ
ン
ス
が

不
可
欠
の
こ
と
」と
話
す
。

院
内
各
科
や
多
職
種
と
連
携
を
図
り

多
彩
に
事
業
展
開

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
科
を

は
じ
め
と
す
る
院
内
各
科
、
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
等
と
密
に
連
携
を
取
り
、
生
活
習

亀田スポーツ医科学センターは、平成16年開設の医療
法42条施設。生活習慣病の運動療法、健康増進、傷
害予防トレーニングを柱に、院内各科やリハビリスタッ
フなど多職種と連携を取りながら、入院患者などハイリ
スク者やアスリートを含む十代から高齢者まで、一次予
防から三次予防まで幅広く疾病予防に取り組んでいる。

医療法人鉄蕉会
亀田スポーツ
医科学センター

一
次
予
防
か
ら
三
次
予
防
ま
で

42
条
施
設
で
切
れ
目
な
く
提
供

亀
田
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、「
セ
ン
タ
ー
」）は
、
都
心
か
ら
約
80

㎞
の
千
葉
県
鴨
川
市
に
あ
る
医
療
法
第
42

条
に
基
づ
い
た
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
施
設
で
あ
る
。
亀
田
総
合
病
院（
診
療

科
目
34
科
、
９
１
７
床
）な
ど
の
医
療
法

人
鉄
蕉
会
に
よ
る
亀
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
県
南
部
の
一
次
医
療
圏
の

基
幹
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
は
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
後
の

継
続
的
支
援
を
目
的
に
、
亀
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
内
に
42
条
施
設

と
し
て
開
設
さ
れ
、
若
年
層
や
ア
ス
リ
ー

ト
層
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
21
年
に
現
在

の
名
称
に
な
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
管
理
部
長

の
理
学
療
法
士
・
村
永
信
吾
氏
は
、「
疾

病
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、
セ
ン

タ
ー
開
設
に
よ
り
、
三
次
予
防
の
強
化
と

と
も
に
、
リ
ハ
ビ
リ
で
は
と
ら
え
ら
れ
な

か
っ
た
一
次
予
防
、
二
次
予
防
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
顧
客

は
拡
大
し
た
」と
話
す
。
単
体
で
は
経
営

は
難
し
い
が
、「
利
用
者
は
運
動
へ
の
安

心
を
得
て
、
亀
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

42条施設で、介護予防や生活習慣病予防、
傷害予防など幅広い予防事業を展開する

健康づくりの現場から ｖｏl.１０８

左から宮本氏、村永氏、大澤氏 ����������������������������������

����������������������������������
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慣
病
予
防
や
転
倒
予
防
な
ど
の
健
康
増
進

サ
ポ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
予
防
や
競
技

復
帰
・
職
場
復
帰
の
た
め
の
ア
ス
リ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
、
運
動
器
検
診
、
骨
盤
底
筋
強

化
や
介
護
予
防
な
ど
他
施
設
や
市
と
の
連

携
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る（
図
１
参
照
）。

セ
ン
タ
ー
利
用
者
は
月
平
均
１
５
０
０

名
。
１
日
50
～
55
名
が
利
用
す
る
。
40
～

70
歳
代
の
中
高
年
が
大
半
で
、
７
割
が
女

性
、
市
内
在
住
者
が
多
い
。
利
用
目
的
で

は
、
転
倒
予
防
や
減
量
な
ど
の
健
康
増
進

35
％
が
最
多
で
、
膝し

つ

痛
・
腰
痛
等
の
症
状

改
善
・
筋
力
向
上
・
柔
軟
性
向
上
が
25
％

と
続
く（
図
２
参
照
）。
利
用
者
の
６
割
が

整
形
外
科
系
の
診
療
科
を
受
診
、
リ
ハ
ビ

リ
併
用
も
３
割
強
あ
る
。

基
本
メ
ニ
ュ
ー
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
マ
ッ
ト
運
動
、
フ
ロ
ア
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
マ
シ
ン
を
取
り
入
れ
、
利

用
者
の
目
的
に
合
っ
た
内
容
を
提
案
す

る
。
宮
本
氏
は
、「
マ
シ
ン
の
み
に
頼
ら

ず
、
マ
ッ
ト
や
フ
ロ
ア
な
ど
簡
単
な
ツ
ー

ル
で
自
宅
で
も
で
き
る
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
応
じ
た
運
動
を
提
案
し
て
い
る
」と

話
す
。

グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
１
回
40
分

で
日
２
～
３
回
開
催
さ
れ
る
少
人
数
制

（
定
員
４
～
12
名
）だ
。
①
ス
ト
レ
ッ
チ
系　

②
筋
ト
レ
系　

③
有
酸
素
性
運
動
系　

④

リ
ラ
ッ
ク
ス
系　

⑤
複
合
系
の
５
つ
が
あ

り
、
運
動
強
度
は
初
級
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス

ま
で
４
段
階
。
ダ
ン
ベ
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
を

使
っ
た
筋
ト
レ
、
ラ
ダ
ー
を
用
い
た
脳
ト

レ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

プ
、
ヨ
ー
ガ
な
ど
四
十
余
の
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
。「
運
動
を
安
全
に
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

３
か
月
間
の
コ
ー
ス
利
用（
６
コ
ー
ス
）

と
１
回
利
用（
セ
ル
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

プ
ー
ル
）が
あ
る
。
利
用
料（
税
込
）は
、

３
か
月
12
回
コ
ー
ス
は
初
回
は
体
力
測
定

費
を
含
め
１
万
５
３
９
０
円
、
継
続
は
効

果
判
定
を
含
め
て
１
万
２
３
２
０
円
。
１

回
利
用
は
、
セ
ル
フ
は
初
回
の
み
ガ
イ
ダ

ン
ス
料
を
含
み
２
０
６
０
円
、
２
回
目
以

降
１
０
３
０
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
す

べ
て
予
約
制
で
あ
る
。

推
定
歩
行
年
齢
や
転
倒
危
険
度
を

判
定
し
運
動
例
を
提
供

利
用
開
始
ま
で
の
基
本
的
な
流
れ
は
、

①
医
師
に
よ
る
運
動
許
可　

②
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握　

③
問

診
・
体
力
測
定
で
運
動
レ
ベ
ル
の
決
定
や

目
標
を
設
定　

④
個
別
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成　

⑤
運
動
開
始
と
な
る
。
３
か
月

ご
と
に
効
果
判
定
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
見
直
す
。

体
力
測
定
は
、
体
組
成
、
柔
軟
性
、

筋
力
、
持
久
力
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど
一
般

的
な
項
目
に
加
え
て
、
２
ス
テ
ッ
プ（
２

歩
幅
測
定
。
関
節
可
動
域
）、
立
ち
上
が

り
右
脚
・
左
脚
の
２
つ
の
歩
行
力
テ
ス

ト
を
行
う
。
２
ス
テ
ッ
プ
は
、
最
大
２

歩
幅
÷
身
長
が
１
・
０
で
杖つ

え

が
必
要
、
１
・

２
を
切
る
と
不
安
定
感
を
自
覚
す
る
よ

う
に
な
り
、
１
・
２
～
１
・
３
は
転
倒
予

備
群
に
該
当
し
、
高
齢
者
で
は
１
・
５
を

目
標
と
す
る
。
ま
た
、
立
ち
上
が
り
テ

ス
ト
は
、
高
さ
が
10
・
20
・
30
・
40
㎝

の
台
に
よ
る
テ
ス
ト
で
、
要
介
護
者
は

20
㎝
以
下
で
は
立
て
な
い
場
合
が
多
い
。

な
お
、
こ
の
２
つ
の
テ
ス
ト
は
、
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
日
本
整
形
外
科
学
会

が
取
り
入
れ
て
い
る
。

運
動
レ
ベ
ル
等
は
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら

判
定
す
る
が
、
体
組
成
と
筋
力
の
側
面
か

ら
身
体
年
齢
、
推
定
歩
行
年
齢
、
転
倒
危

険
度
を
判
定
し
、
基
本
的
な
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
つ
け
た「
て
ん
と
う
虫
テ
ス
ト
判

定
票
」（
歩
行
年
齢
測
定
・
転
倒
危
険
度
判

定
）も
好
評
だ
。
同
テ
ス
ト
は
、
ロ
コ
モ

の
早
期
発
見
に
有
効
で
あ
り
、
オ
プ
シ
ョ

ン
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

図１●センターの取り組み内容

35%

25%

13%

27% 健康増進

症状改善・
筋力向上・
柔軟性向上

スポーツ復帰・
職場復帰

その他

図２●センターの利用目的

健康増進サポート
◦�生活習慣病予防／対策
◦�生活習慣病予防外来
◦�糖尿病教室
◦�術前減量・ダイエット
◦�転倒・介護予防
◦�特定保健指導
◦�運動器検診
◦�骨盤底筋メディカル
フィットネス外来
運動療法
◦�問診・体力測定
◦�グループセッション
◦�ヘルスコンディショニング

健康増進
サポート

競技復帰サポート
◦�アスレティックリハ
ビリテーション
◦�スポーツ傷害予防
◦�テーピング指導
パフォーマンス向上
サポート
◦ �S＆C
◦�コンディショニング
◦�アスリートドック

アスリート
サポート

市町村関連事業
◦�高齢者サポート
◦�学 生 メ ディカ ル
チェック
講演活動
◦�市民講座
◦�市民交流事業
◦�歩行測定会
◦�講演

市町村との連携
講演活動など
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亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
40
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
者
を
対
象
に
、
歩
行
力
テ
ス
ト
を

取
り
入
れ
た
運
動
器
検
診
も
実
施
し
て
い

る
。
一
般
的
に
30
歳
代
以
降
、
２
ス
テ
ッ

プ
値
は
徐
々
に
低
下
し
、
立
ち
上
が
り
テ

ス
ト
の
結
果
は
直
線
的
に
低
下
す
る（
図

３
・
図
４
参
照
）。村
永
氏
や
宮
本
氏
ら
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
に

は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者

が
お
り
、
メ
タ
ボ
対
策
と
し
て
の
運
動
療

法
を
よ
り
安
全
に
行
う
た
め
に
は
、
歩
行

力
テ
ス
ト
や
下
肢
の
機
能
的
筋
力
検
査
を

し
、
運
動
処
方
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

患
部
外
運
動
や
糖
尿
病
運
動
療
法
等
で

入
院
患
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
院
患
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
月
30
名
ほ
ど
行
っ
て
い
る
。
一

つ
は
患
部
外
運
動
。
主
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学

科
の
術
後
入
院
患
者
に
対
し
、
担
当
医
・

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
患
部
外

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
。「
活
動
量
を

維
持
し
、
患
部
外
を
動
か
す
こ
と
で
爽そ

う
 
か
い快

感
を
得
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
プ
ロ

ト
コ
ル
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
」と
大
澤
氏
。
術
後
リ
ハ
と
と
も
に
セ
ン

タ
ー
で
の
患
部
外
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
退
院
後
の
継
続
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
外

来
リ
ハ
＋
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
を
図
る
。

医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
健
康

運
動
指
導
士
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
糖
尿
病

教
室
を
通
し
て
、
糖
尿
病
内
分
泌
内
科
の

教
育
入
院
患
者
に
対
し
、
糖
尿
病
運
動
療

法（
二
次
予
防
）を
指
導
し
て
い
る
。
同
時

に
、
病
状
改
善
や
運
動
習
慣
の
確
立
を
目

的
に
、
セ
ン
タ
ー
で
実
際
に
運
動
療
法
を

提
供
す
る
。

運
動
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
シ
ン
、
エ

ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
や
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
な
ど

で
、
低
血
糖
症
状
に
注
意
す
る
。
宮
本
氏

は
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
も
有
す

る
。
生
活
習
慣
病
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来

の
耐
糖
異
常
の
人
た
ち
の
フ
ォ
ロ
ー
（
年

４
回
。
一
次
予
防
）も
行
っ
て
い
る
が
、

積
極
的
に
運
動
す
る
人
は
少
な
い
。「
生

活
活
動
を
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
身

体
活
動
量
を
増
や
す
よ
う
支
援
す
る
」と

話
す
。

こ
の
ほ
か
、
入
院
患
者
に
対
し
、
気
分

転
換
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
度
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
な
ど
も
提
供
し
て
い
る
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
貢
献

年
１
回
開
催
す
る
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

交
流
会
は
、今
年
３
月
に
４
回
目
を
迎
え
た
。

参
加
者
は
、
20
～
90
歳
代
ま
で
50
名
ほ
ど
で

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

宮
本
氏
と
大
澤
氏
は
、
も
っ
と
多
く
の
方
に

「
身
近
な
地
域
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
質
の

高
い
運
動
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
む
鴨
川

市
は
、
市
の
第
３
次
５
か
年
計
画（
平
成

28
～
32
年
度
）で
、
重
点
施
策
の
一
つ
に
、

元
気
な
高
齢
者
の
市
へ
の
移
住
促
進
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
の
移
住
環
境
の
整
備
に
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
村
永
氏
は
、「
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
フ
ロ
ア
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
42
条
施
設
、

介
護
関
連
施
設
等
を
設
置
し
た
い
」と
考

え
て
い
る
。
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図3●人間ドック受診者の運動器検診
２ステップテストの年代変化

図4●人間ドック受診者の運動器検診
立ち上がりテストの年代変化
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